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第37号（２面）　２００７年１１月４日


発行:憲法｢九条の会｣調布のひろば


E-Mail：chofu9jou@yahoo.co.jp　WEBサイトhttp://www.geocities.jp/chofu9jou/index.html





************************************************************************************************************








　すばらしい太鼓に久しぶりに接し、私の20歳頃を思い出して、心がはちきれそうに感激して涙がとまりませんでした。今こそ太鼓のように元気で、みんなで世の中を変えて行きましょう。鈴木勝ちゃんの若かりし頃を思い出しました。元気をいただきありがとうございます。奥平先生は元気でよかった。これからも元気で頑張って、私どもと一緒に世の中を変えて行きましょう。私たちが頑張れば世の中を変えられることを確信します。先生の話は大変よかったでした。


（調布市 清水喜美子）





　９条問題が他のさまざまな問題（福祉、マイノリティー、教育、経済等）を考える上で、根本的な問題だと考えます。しかし、現実には、マスコミ等を通じて、「国際貢献」としての軍隊の役割、また、北朝鮮やテロの脅威論が国民に誤った認識を持たせる形になっているようです。それにどのように反論するのか､個別､具体的な論理が必要だと考えます。奥平先生も仰ったように、日本において国に自衛権があると考えること自体がナンセンスであると考えます。日本で軍隊を持つことがいかに無意味なことか､どれだけ個別､具体的に語るかが問われてくると思います。


（小金井市　酒見友樹）











　準備と日頃の活動に心より感謝とお礼を申し上げます。石川さんの挨拶、とてもよくまとめられていて良かったです。奥平先生のお話、前半はとてもお人柄を感じました。そして、９条を守ることの大きな意義が、理論を超えて、もっと人間的な感覚として当然の要求であることを思いました。講演のタイトルは固すぎませんか？（稲城市 平子千代美）





　10月27日の『調布「憲法ひろば」３周年記念集会』（下写真）に寄せられた参加者の感想の１部、メッセージをご紹介します。
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　思いがけない台風の余波で、せっかくのくすのきホールも空席がめだちとても残念に思います。成功のため準備された世話人の方、本当にご苦労さまです。最初に太鼓の音で元気をいただき、奥平先生の憲法のお話しを聞き、改めて集団的自衛権が色いろの解釈が出来るものだと。戦争は絶対してはならない。９条を未来のために守らなければならない。防衛省を守るために我々高齢者の医療、福祉、年金で生活苦になっているのに、憲法９条をなくそうという声もあるのをどうすればよいのかと考えてしまう。     （無記名）





　ご招待いただいていながら参加できず、誠に申し訳なく残念に思います。どうぞこれからもお見捨てなく、よろしくお願い申し上げます。多くの人びとは、平和は当たり前、誰かが守ってくれると思っているようで、ほんとうにじれったいです。「バンクーバー九条の会」は〇五年五月の設立、会員約一五〇名で、定期的にイベントや署名活動、平和メッセージ・キャンペーンなどを行っています。先日世話人の一人が参加した平和教育会議で、平和市長会議についての報告がありましたが、一九八二年荒木広島市長の提唱で組織されたこの会議に、世界一二二カ国・一七九三都市が賛同し、アメリカからも一一三都市が加盟しているのに、日本は広島・長崎だけという残念な状況です。





調布｢憲法ひろば｣


12月＝第30回例会のご案内





● 日時　１２月５日（水）１８時半から


● 場所　あくろす３階｢ホール｣


　　　  　京王線・国領駅北口前


● 内　容


チチハル事件は何を訴え


るか？旧日本軍の遺棄毒ガス被害者に聞く


　① チチハル事件被害者の訴え（予定）


　② 同､弁護団の報告


　　　　　　　（第３回口頭弁論を受けて）


　③ ｢中国東北部の旅｣報告


　　　　　　　　　　（｢憲法ひろば｣有志）


● 会場費　３００円

















